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1　は　じ　め　に

岩手県では，他産業並の農業所得獲得を目指す農業者を

『玉葉型農家」と呼称し，地域農業の担い手として位置づ

けている。また，主菜型農家を中心に，地域の農地利用や

作業受委託を効率的に行うことを狙いとして「地域ぐるみ

農業」の推進を図っている。

地域農業改良普及センターでは，地域や農業者の情報を

活用して，主業型農家の育成や地域ぐるみ農業を展開して

おり．情報のデータベース化が求められている。

ここでは．農業改良普及員の立場から作成したA町の主

業型農家データベースを報告し，地域情報の収集や活用な

どについて考えてみたい。なお，ここで使用したカード型

データベースソフトはThe CARD Ver．5である。

2　データベースの内容

A町の農家戸数は約1，000戸であり．そのうち主薬型農

家を含めて地域農業改良普及センターに係わりのある384

件を登録した。登録項目は．農家の所在・家族の構成・農

地・作目・借入金状況・経営意欲・作業受委託など98項目

である。

カード作成順に自動的に番号を記入していく恥項目と検

索したカードに自由に順番をつけることができるT＿Nn項

目を設けた。このソフトでは一括番号記入できる機能を持っ

ているので，カードを並び替えて保存しておくときなどに

この項目を用いる。カードは情報のあったときに新規作成，

更新・改正等するので登録年月日をそのつど更新する。

主菜型農家の所在は，市町村名，センサス集落名及びそ

の順位（Nn），字，住所，電話番号と6項Hに分けて入力

している。センサス名と集落名などが違っていることが多

く，集計やソートなどを効率的にするためあらかじめ分現

して入力している。

家族の構成では，主要農業主（主菜型農家）のほかに，

世帯主・補助者・後継者については，氏名・生年月日・農

業稼働目数を記入するようにしている。後継者がいる場合

は．農業に従事しているか否かも記入できるようにしてい

る。年齢は自動的に現在の年齢が表示されるように関数で

計算式を作成した。老人や子供も含めた家族全体の情報は，

全体の家族人数を性別に整理し，農業専従者数も性別に分

類している。そのはかの労働力として雇用人数の項目も設

けてある。

農地の情報吼水田・畑作・樹園地・草地・山林原野に

ついて自作地と借地の面積を入力している。家畜と農業生

産上3位までの作目と面積（頭数）も入力できるようになっ

ている。項目「その他1」は，可変長データとなっており，

ここでは作目や人に関する情報を記入する欄としている。

可変長データは，項目の長さが全角文字で2，000字まで記

入でき，表示画面は1行でも1画面でも自由に設定できる。

表示できない分は，隠れて入っているので，項目欄でカー

ソルをスクロールさせることによって読むことができる。

このデータベースでは，可変長データを4つの項目に設定

している。その他1～4までの項目で，画面が変わるごと

に設定している。その他1は人や土地に関する情乳　その

他2は農業機械の所有状況や作業受委託に関する情報，そ

の他3は経営に対する意欲や簿記等の情報，その他4は借

入金に対する情報である。情報は，常に，更新されていく

ので過去の重要な情報等はここに記入することによって過

去から現在までの情報をカバーできるものと思う。

カードの画面は，最大98個まで作成することができ，サ

ブ画面と呼んでいる。サブ画面は．最初のカード画面の上

に重ねて設定していくので，最初の情報が不用の場合はす

べてを新しい画面に設定すればよい。ここでは．人の情報

は，どのような場合でも表示させていたいことから，画面

下半分を用いて次の3つのサブ画面を作成した。B画とし

て作業受委託の情報，C画として経営改善意欲の情報，D

面として借入金の情報である。画面はCTRLキィpとR

キィーを同時に押すことによって切り替わる。これらは，

いずれもプライベートな情報が含まれていることから．秘

密保持のため暗証番号を入力してから利用するようになっ

ている。

B面の作業受委託の情報は，センサス情報など公表デー

タと適っている場合があり，農家を巡回したときなどに仕

入れた機械の所有状況や稼働状況などからチェックする必

要がある。

C面は認定農業者になっているかどうか。青色申告をし

ているか，簿記記帳はどのような対応をしているか，パソ

コンは利用しているか．など農業経営に対する意欲を記入

する欄である。

D面は借入金の記入欄である。制度資金等の申請時に入

力あるいは更新しながら，負担になるような多大な貸付を
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していないかチェックする。負債農家の分析をしてみると

意外に補助事業の自己負担金や農協プロパー資金を安易に

借りて苦しんでいる例が見受けられる。最もプライバシー

に関る事項であるが，事前に経営状況を把握するためにも

これらの情報が必要となってくる。

3　カード利用法

カードの利用にあたっては，事前に使用頻度の高い項目

のメニューを作成しておく。メニューは，項目の記入と作

業の選択をするだけで簡単に設定できる機能をもっている。

（1）入力

入力手順書に基づいて必要項目のみ入力する設計として

いる。また，同→カードコピー，項目リピート設定，入力

済みデータ参照，単語や短文の登録などにより比較的簡単

に入力ができる。

（2）検索・訂正

索引を作成している項目についてはあいまい検索（ワイ

ルドカード）が可能，農家の名字で検索し．情報を得たり

記入したりが簡単にできる。また，検索結果を保存してお

くことができるので「農業委且」，「認定農業者」，「がんば

るファーマー」等々の検索ファイルを保存しておき，必要

時に保存ファイルから簡単に集団の構成員を呼び出すこと

ができる。

（3）オプション利用

入力したデータ項目分校や二次元分現し集計するメニュー

があらかじめ設定されている。作目別，規模別の農家数や

面積，年齢別主業型農業者数など希望にあわせて集落の現

状把握や地域計画などの作成面でも役立てることができる。

4　カード型選定理由

カード型を利用した理由は，①簡単に設計でき，データ

入力後の変更も容易である，②入力や検索などの操作が簡

単である，③旧式の′ヾソコンで利用できる，④他の表計算

ソフトやデータベースへのデータ変換が容易であること，

④価格が安価，などによる。ただし，複雑な項目間の計算

や印刷フォーマットでは弱い面がみられる。

5　ま　と　め

カード型データベースは設計も簡単，データ入力後の変

更も手軽で，入力しながら必要な項目や仕様を決めていけ

る点でもすぐれている。普及現場での情報活用事例の1つ

として参考にしてほしい。

：号認＿市認諾廻旦集琵琶法号吐岨LmJ
氏　㌔続芸諾紆豊諾志音吐こし一腰戦野

父母世帯主岩手太郎＿且弘迎辿辿　辺　土迎自
主愛鳥菓主星壬次郎　　辿△財些　46　呈辿日
補　助　者岩手花子＿jL52／05／川　45　羞朗日
後　継　者岩手賢治長盟73／1…　塑　呈塑日

後継者の状況農業者として

男　旦＿人上人
女　旦＿人」▼人

常時雇用人数】＿【人
四時雇用延べ人数　人

経常茂原　うち借地家畜頭数

水　田．J娘＿a＿＿】8・乳牛
普通畑　＿ぷ朋　a＿＿　「　且　短　繁殖．＿旦＿肥育＿】

鮒か也　一」＿a＿▼＿∴a　盟　繁簡－紀育＿「
草　地　－8－a　原㌧」鶴＿千羽
山林辟野　1．000　　8

順位作　目　規模且

1位養たは二王期＿1

2位ミニhI三」上と＿＿10

3位t●一丁ン 」L

【カードB面　サブ画面】

農作蓬受委託の状況

【カードC面　サ

その他2
乗用田植機4集

委託作某名　委託額撲　＿三＿どイン2巣
乾燥機　32石－

改善計画建足の有無且
有色申告の有無　　＿五＿
簿記記帳の有無　　迭式

パソコンの利用状況査＿
生度組織加入の有無jL
経営規模の意向　　拡大

【カードD面　サブ両面】

借入金の有無在

借入金1
借入金2
倍入金3

その他4

借　用　用　途

コンバイン

図　データベースカード画面A～D
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